
 

【 地域資源創成学部 地域資源創成学科 】 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針） 

地域資源創成学部では、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）に掲げた、 

地域における新たな成長産業の振興及び地域活性化を企画・実践できる実務的素養 

を身につけた人材の育成を目的とするため、以下の方針に基づいてカリキュラムを編成し、 

教育を実施します。 

 

【教育課程の編成】 

１．学生の修得すべき学修成果を重視し、教養科目と専門教育の区分にとらわれず、体系的な学

士教育課程を編成します。 

２．基本的な学習能力の獲得のため、すべての学生が履修する基礎教育カリキュラムとして、導

入科目（大学教育入門セミナー、情報・数量スキル、外国語コミュニケーション、専門基礎）、

課題発見科目（専門教育入門セミナー、環境と生命、現代社会の課題）と学士力発展科目を設

置します。 

３．専門的な方法論と知識習得のため、専門基礎科目と専門科目を実践実習・専門分野教育の両

面から体系的・段階的に設置します。 

４．マネジメント力を養成するために必要な科目と、地域の課題や地域資源の価値を複眼的な視

点から捉える能力を養成するために「企業マネジメント」、「地域産業創出」、「地域創造」の３

つの科目群に分けて、社会・人文科学、及び農学・工学の科目を設置します。 

５．英語での論理展開、ビジネス交渉ができるコミュニケーション能力を修得するための英語科

目を設置します。 

６. 地域を志向した教育・研究・地域貢献を推進するため，学士課程に地域の理解と課題解決に

取り組む科目を設置します。 

７．獲得した知識や能力を統合し、課題の解決と新たな価値の創造につなげていく実践的な能力

や態度を育成するために、演習・実習・卒業研究等の科目を設置します。 

 

【教育内容･方法】 

１．各授業科目について、到達目標、授業計画、成績評価基準・方法、事前・事後の学習の指示、

ディプロマ・ポリシーとの関連を明記し、周知します。 

２．基礎教育カリキュラムの導入科目、課題発見科目において、アクティブ・ラーニングを取り

入れた教育方法を実施し、初年次から学生が自ら学修計画を立て主体的な学びを実践できるよ

うにします。 

３．知識・理論と実践を融合し、主体的に考える力を育成するために、アクティブ・ラーニング

（双方向型授業、グループワーク、発表など）、演習・実践を積極的に取り入れた多様な授業形

態、指導を行います。 

４．学士課程において、地域の理解を深める題材を取り入れ、地域の課題解決を実践できるよう

にします。 

 

【学修成果の評価】 

１．学修目標の達成水準を明らかにするために、成績評価基準・方法を策定・公表する。 

２．個々の授業科目においては、成績評価基準・方法に基づき、定量的又は定性的な根拠により 

 厳格な評価を行う。  

３．学修成果を把握するために、教育活動、学修履歴、及び学生の成長時間・満足度に係わる 

 情報を適切に収集・分析する。  

４．GPA制度を導入し、客観的で透明性の高い成績評価を行う。 

５．学生が学修目標の達成状況についてエビデンスを持って説明できるよう学修成果の可視化を

行う。 

 


